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２
０
０
１
年
10
月
24
日
、会
場
に
集
ま

っ
た
参
加
者
は
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
の

会
員
企
業
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
日

本
青
年
会
議
所
の
会
員
、全
国
の
自
治

体
関
係
者
、市
民
の
方
々
な
ど
３
０
０

人
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
、
そ
し

て
企
業
の
三
位
一
体
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
は
東
京
都
副
知
事
・
福
永

正
通
氏
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
オ

フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局
代
表
に
よ
る

開
催
趣
旨
の
説
明
、
脚
本
家
・
倉
本

聰
氏
の
基
調
講
演
、
そ
し
て
千
葉
商

科
大
学
教
授
・
三
橋
規
宏
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
寿
命
を
ま
っ
と
う
す
る
と
地
に
倒

れ
て
養
分
と
な
り
、
子
孫
に
受
け
継

が
れ
森
は
更
新
さ
れ
る
。
ま
さ
に
こ

れ
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
見
本
だ
と
。
ま

た
、
森
の
川
に
上
っ
て
く
る
鮭
は
ク

マ
に
捕
食
さ
れ
、
残
り
は
鳥
が
つ
い

ば
み
、
さ
ら
に
残
骸
は
海
へ
と
流
さ

れ
海
洋
生
物
の
栄
養
と
な
り
、
鮭
も

育
て
ら
れ
て
ふ
た
た
び
川
を
上
る
。

そ
ん
な
「
鮭
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
も
興
味

深
い
話
で
し
た
。

森
は
森
と
し
て
存
在
し
森
林
資
源
を

生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
人
間

に
と
っ
て
は
、
水
や
空
気
の
清
浄
も

果
た
し
、
生
命
維
持
の
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
て
、
人
間
は
森
と
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代
人
は
、
文
明

に
麻
痺
し
、
木
を
切
り
倒
し
、
ご
み

を
棄
て
、
森
を
喪
お
う
と
し
て
い
ま

す
。
倉
本
氏
は
、
自
然
が
も
つ
リ
サ

イ
ク
ル
の
輪
の
中
に
人
間
も
存
在
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
語
り
ま

し
た
。

倉
本
聰
氏
は
、
森
の
摂
理
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
森
の
木
は
、
自
ら

ち
ょ
う
ど
良
い
白
さ

白
色
度
70

全
国
サ
ミ
ッ
ト

【
白
色
度
70
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
】

リ
ー
ダ
ー

三
橋
規
宏
（
千
葉
商
科
大
学
政
策
情
報
学
部

教
授
、元
日
本
経
済
新
聞
社
論
説

副
主
幹
）

メ
ン
バ
ー

横
島
庄
治
（
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部

教
授
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

枝
廣
淳
子
（
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

川
口
幸
男
（
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
紙
業

生
活
文
化
用
品
課
長
）

藤
塚
哲
朗
（
環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境

経
済
課
課
長
補
佐
）

永
松
恵
一
（
社
団
法
人
経
済
団
体
連
合
会
常

務
理
事
）

久
原
義
己
（
ア
ス
ク
ル
株
式
会
社
取
締
役
環

境
・
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ヴ
ァ
イ

ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
）

小
林
珠
江
（
株
式
会
社
西
友
執
行
役
員
環
境

推
進
室
室
長
）

藤
森
克
子
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
と
う
き

ょ
う
理
事
環
境
部
長
）

山
口
秀
和
（
株
式
会
社
セ
ブ
ン
│
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
総
務
本
部
環
境
推
進

部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

堀
　
隆
男
（
財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進

セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

大
居
昌
彦
（
日
本
製
紙
連
合
会

参
事
パ
ル

プ
・
古
紙
部
長
）

池
本
　
滋
（
王
子
製
紙
株
式
会
社
常
務
執
行

役
員
洋
紙
事
業
本
部
長
）

二
瓶
　
啓
（
日
本
製
紙
株
式
会
社
技
術
本
部

環
境
部
長
）

松
本
秀
作
（
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
平

成
14
年
度
会
頭
）

半
谷
栄
寿
（
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局
代
表
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

辰
濃
和
男
（
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
専

務
理
事
、
元
朝
日
新
聞
「
天
声

人
語
」子
）

寄
本
勝
美
（
早
稲
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）

事
務
局
・
戦
略
実
行
部
隊

山
下
武
則
（
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
環

境
運
動
推
進
委
員
会
委
員
長
）

緒
方
　
毅
（
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局
副
代

表
）

佐
久
間
信
一
（
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
株
式
会
社
ダ
イ

ナ
ッ
ク
ス
都
市
環
境
研
究
所

取

締
役
主
席
研
究
員
）

(

順
不
同
・
敬
称
略)

発
行
日
　
平
成
14
年
4
月
1
日
　 

発
　
行
　
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局
　
代
表 

半
谷
栄
寿（
東
京
電
力
）
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０
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４
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６
・
１
４
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編
　
集
　
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局
　
副
代
表 

緒
方
毅
　
内
田
道
昭
　
エ
ー
ラ
ン
チ 

第
１
ス
テ
ー
ジ
の
結
び 

第
２
ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り 

70 70

コ
ピ
ー
用
紙
ユ
ー
ザ
ー
の
過
半
数
以
上
を

占
め
る
一
般
企
業
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
普
及
が
、
今
後
の
白
色
度
運

動
の
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
具
体

的
な
活
動
と
し
て
、
運
動
の
情
報

交
換
、
普
及
の
た
め
の
戦
略
立
案

を
行
い
、
こ
の
活
動
の
事
務
局
・

実
行
部
隊
で
あ
る
オ
フ
ィ
ス
町
内

会
と
日
本
青
年
会
議
所
に
助
言
・
指

導
を
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
白
色
度

70
ク
ラ
ブ
で
す
。

今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
前
半
で
は
、
メ
ン
バ
ー

自
己
紹
介
を
か
ね
た
「
白
色
度
70
ク
ラ
ブ
」
の

第
一
印
象
を
話
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
後
、事

務
局
よ
り
ク
ラ
ブ
の
具
体
的
な
進
め
方
と

し
て
、学
識
経
験
者
の
方
々
に
お
い
て

は
情
報
共
有
化
と
各
方
面
へ
の
情
報

発
信
、行
政
側
は
一
般
ユ
ー
ザ
ー
を

対
象
と
し
た
啓
蒙
活
動
、
メ
ー

カ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
側
は

ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
た
広
報
活

動
、
流
通
チ
ャ
ネ
ル
で
は
白

色
度
70
商
品
の
紹
介
と
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
の
整
備
、
ユ
ー
ザ
ー
側
と
し
て
は

経
済
団
体
連
合
会
の
協
力
要
請
や
環
境
Ｉ

Ｓ
Ｏ
取
得
企
業
へ
の
啓
蒙
と
い
っ
た
こ
と
な
ど

が
案
と
し
て
発
表
さ
れ
、
初
顔
合
わ
せ
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
が
ら
、
盛
ん
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
3

時
間
余
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
コ
ピ
ー
用
紙
市
場
に
は
パ
ル
プ
紙
・
白
色
度
80
・
白
色
度
70
の

ほ
か
、
輸
入
の
パ
ル
プ
紙
が
投
入
さ
れ
輸
入
紙
が
も
っ
と
も
廉
価
で

販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
般

ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
は
白
色
度
の
認

知
度
が
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
白
色
度
運
動
第
2
ス
テ
ー

ジ
の
行
方
は
ま
だ
手
探
り
で
す
が
、
環
境
意
識
が
あ
り
な
が

ら
も
白
色
度
に
つ
い
て
認
識
が
な
い
た
め
に
白
色
度
80
を
使

用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
が
多
く
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
、
そ
う
し
た
方
々
を
今
後
の
運
動
の
中
心
的
な
対
象
と
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
初
夏
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
と
し
て
白
色

度
70
再
生
コ
ピ
ー
用
紙
が
官

公
庁
と
大
企
業
で
は
お
お

む
ね
定
着
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
る

と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
は
、コ

ピ
ー
用
紙
ユ
ー
ザ
ー

の
50
〜
60
％
に
当
た
る

一
般
企
業
、
一
般
ユ
ー

ザ
ー
、
そ
し
て
ま
だ
白

色
度
70
を
採
用
し
て
い

な
い
全
国
自
治
体
に
普

及
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ

と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
目
標
が
達

成
さ
れ
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
な
活
動
だ
っ
た

運
動
が
社
会
的
・
経

済
的
な
仕
組
み
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
側
と
ユ
ー
ザ
ー
側
と
の
間
で
、
互

い
に
納
得
し
て
連
携
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

鍵
と
な
る
と
結
論
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
の
白
色
度
意
識
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
懇
話
会
以
来
、
白
色
度

運
動
は
い
よ
い
よ
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
か
い
ま
す
。

倉
本
聰
（
く
ら
も
と
そ
う
）

●
脚
本
家
。
１
９
３
５
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大

学
文
学
部
美
学
科
卒
業
。
１
９
５
９
年
ニ
ッ
ポ
ン

放
送
入
社
。
１
９
６
３
年
退
社
後
シ
ナ
リ
オ
作
家

と
し
て
主
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
手
掛
け
る
。
１
９

７
７
年
富
良
野
に
居
を
移
し
、
１
９
８
４
年
よ
り

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
役
者
を
養
成
す
る
た
め
の

富
良
野
塾
を
主
宰
し
て
い
る
。
代
表
作
と
し
て
テ

レ
ビ
「
赤
ひ
げ
」「
前
略
お
ふ
く
ろ
様
」「
北
の
国
か

ら
」
他
。
映
画
「
冬
の
華
」「
駅
」「
海
へ
」他
。
著
者

「
さ
ら
ば
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」「
新
テ
レ
ビ
事
情
」「
北

の
人
名
録
」「
富
良
野
風
話
」他
。
第
17
回
毎
日
芸
術

賞
、
第
15
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
各
脚
本
賞
、
１

９
９
６
年
モ
ン
ブ
ラ
ン
・
デ
・
ラ
・
キ
ュ
ル
チ
ュ

ー
ル
賞
、
１
９
９
８
年
オ
メ
ガ
・
ア
ワ
ー
ド
、
２

０
０
０
年
紫
綬
褒
章
、
他
多
数
。

70
白 色 度  

C
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白
色
度
70
ク
ラ
ブ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
橋
規
宏
﹇
千
葉
商
科
大
学
政
策
情
報

学
部
教
授
、
元
日
本
経
済

新
聞
社
論
説
副
主
幹
﹈

パ
ネ
リ
ス
ト

横
島
庄
治
﹇
高
崎
経
済
大
学
教
授
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
﹈

坂
　
荘
二
﹇
日
本
製
紙
株
式
会
社

代
表
取
締
役
副
社
長
﹈

藤
塚
哲
朗
﹇
環
境
省
総
合
環
境
政
策
局

環
境
経
済
課
課
長
補
佐
﹈

西
野
和
雄
﹇
東
京
都
環
境
局
廃
棄
物

対
策
部
長
﹈

松
本
秀
作
﹇
日
本
青
年
会
議
所
副
会
頭
﹈

半
谷
栄
寿
﹇
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
事
務
局

代
表
﹈(

順
不
同
・
敬
称
略)

白
色
度
運
動
の

第
2
ス
テ
ー
ジ

ス
タ
ー
ト
盛
り
上
が
る

基
調
講
演
・
倉
本
聰

「
北
海
道
で

考
え
る
」

オ
フ
ィ
ス
町
内
会
が
日
本
青
年
会
議
所
と
連
携
し
て
行
っ
て
き

た
再
生
コ
ピ
ー
用
紙
の
白
さ
に
つ
い
て
考
え
る
「
白
色
度
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
は
、
１
９
９
８
年
の
東
京
都
庁
大
会
議
場
で
の
開
催
を
皮

切
り
に
、
大
阪
、
札
幌
、
北
九
州
と
日
本
を
縦
断
し
て
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
10
月
に
そ
の
集
大
成
と
し
て「
ち
ょ
う
ど
良
い

白
さ
・
白
色
度
70
」全
国
サ
ミ
ッ
ト
が
東
京
都
庁
大
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
２
月
１
日
、「
白
色
度
70
ク
ラ
ブ
」
第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
集
ま
り
は
、
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
と
日
本
青
年
会
議
所
と
が
連
携
し
て
、

白
色
度
サ
ミ
ッ
ト
で
の
結
論
を
受
け
と
め
、
さ
ら
に
白
色
度
70
運
動
を
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
経
済
団
体
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
製
紙
関
連
団
体
、
一
般

企
業
・
一
般
ユ
ー
ザ
ー
流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
方
々
に
呼
び
か
け
を
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 
サ
ケ
も
ク
マ
も
ト
リ
も
、

森
が
生
か
す
。



●
白
色
度
運
動
新
展
開
へ
の
つ
な
が
り
。

ア
ブ
ア
ブ
赤
札
堂
さ
ん
と
住
民
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
。
本
の
出
版
か
ら
期
待
で
き

る
新
し
い
つ
な
が
り
。
今
号
の
会
報
の
テ

ー
マ
は「
つ
な
が
る
」で
し
た
。

●
昨
年
は
、「
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
に

「
白
色
度
70
が
ち
ょ
う
ど
良
い
」の
出
版
と
、

私
た
ち
事
務
局
に
と
っ
て
も
大
忙
し
の
状

態
が
続
き
ま
し
た
。
特
に
「
白
色
度
70
運

動
」に
つ
い
て
は
既
に
新
た
な
企
画
が
進

行
中
で
す
。が
ん
ば
ら
な
く
て
は
…
。（
緒
）

●
驚
く
ほ
ど
の
早
さ
で
サ
ク
ラ
が
花
を
咲

か
せ
、
13
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
自
然
と
わ
く
わ
く
、
ド
キ
ド
キ
。

「
わ
く
わ
く
…
希
望
に
充
ち
た
14
年
度
」

思
い
な
が
ら
心
中
わ
く
わ
く
。

「
ド
キ
ド
キ
…
古
紙
の
市
況
動
向
」

考
え
な
が
ら
心
中
ド
キ
ド
キ
。
14
年
度
の

当
初
売
却
単
価
決
定
ま
で
あ
と
わ
ず
か

…
。

（
内
）
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今
夜
は

サ
ケ
づ
く
し

だ
ね

俺
は
熊
じ
ゃ
な
い
ぞ
…

倉
本
さ
ん
の

サ
ケ
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
話
に
感
動
し
た
の

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

犬
養
亜
美

白
色
度
70
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
云
う

「écru
:

エ
ク
リ
ュ
」。
さ
ら
し
て
な
い
、

自
然
な
生
成

き
な
り

の
色
で
、
美
し
い
。
漂

白
し
て
で
き
る
白
よ
り
も
、
ず
っ
と

エ
レ
ガ
ン
ト
で
上
品
な
色
だ
。
今
な

ら
違
和
感
の
な
い
色
を
「
白
色
度
70
」

と
、「
白
」
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ

た
点
に
、
10
年
前
の
社
会
の
「
白
さ
」

へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
理
解
を
得
る
オ

フ
ィ
ス
町
内
会
の
苦
心
が
に
じ
ん
で

い
る
と
思
う
。

ア
メ
リ
カ
で
は
30
年
以
上
前
か
ら
、

企
業
の
環
境
貢
献
の
度
合
い
や
女
性

や
少
数
民
族
の
処
遇
、
労
働
環
境
へ

の
配
慮
な
ど
、
企
業
の
良
心
を
軸
に

企
業
を
評
価
す
る
運
動
が
あ
る
。
21

世
紀
の
日
本
も
、そ
れ
ら
を
評
価
規
準

に
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

で
も
会
報
「
輪
」を
見
る
と
古
紙
の
中

に
お
弁
当
の
空
き
折
り
や
お
菓
子
の

袋
な
ど
が
入
り
、
手
作
業
で
分
別
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
も
現
状
の
よ
う
。

日
々
の
古
紙
分
別
は
煩
雑
な
雑
事
か

も
知
れ
な
い
が
、
実
は
企
業
の
、
そ
し

て
個
人
の
良
心
を
照
ら
す
鏡
の
役
割

も
し
て
い
る
。
小
川
が
大
河
に
な
る

よ
う
な
、
折
角
の
い
い
潮
流
の
活
動

な
の
だ
か
ら
、
陽
気
に
明
る
く
、
楽
し

ん
で
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
ほ
し
い
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
サ
ン
ワ
ー
ク

井
出
良
子

常
日
頃「
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
」の
落
ち

着
い
た
ご
活
躍
に
は
賛
同
、感
銘
を

し
て
お
り
ま
す
。ま
た

今
回
の
「
白
色
度
70
が
ち
ょ

う
ど
良
い
」
の
本
を
拝
読
し
て
「
オ

フ
ィ
ス
町
内
会
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ

ー
ミ
ン
グ
の
由
来
、
そ
し
て
創
ら
れ

た
経
緯
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
深
く

理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
み
な
ら

ず
日
本
人
と
し
て
の
美
的
感
覚
へ
つ

な
が
る
「
白
色
度
70
」
で
し
た
。
Ｔ
Ｂ

Ｓ
放
送
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
か
ら
、

足
元
の
小
さ
な
ゴ
ミ
箱
を
撤
去
し
、

新
た
に
分
別
内
容
を
増
や
し
カ
ラ
ー

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
全
社
屋
内
に
設
置
し
た
結

果
、
リ
サ
イ
ク
ル
紙
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
用
紙
購
入
担

当
者
と
連
携
し
、
白
色
度
70
へ
の
協

力
応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

お
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
見

学
会
、
講
演
会
等
の
オ
フ
ィ
ス
町
内

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

世
間
一
般
に
知
ら
れ
て
い
く
段
階
で

す
。
今
は
、
折
り
返
し
地
点
。
道
の

り
は
ま
だ
半
分
、
で
も
ゴ
ー
ル
は
彼

方
に
見
え
ま
す
。
安
定
し
て
回
る
大

き
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
こ
の
本
が
ひ
と
り
で
も

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
意
識
を
動

か
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

新
井
商
店
代
表
取
締
役

新
井
勝
夫

こ
れ
ま
で
10
年
余

り
の
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
活
動
を

顧
み
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
５
年
、
10

年
、
さ
ら
に
未
来
を
考
え
る
う
え

で
ち
ょ
う
ど
節
目
と
な
っ
て
く
れ

る
の
が
こ
の
本
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
白
色
度
70
運
動
の
着
実
な

成
果
は
、
古
紙
の
回
収
に
た
ず
さ
わ

る
私
ど
も
の
仕
事
の
現
場
に
お
い
て

も
、
回
収
さ
れ
る
古
紙
の
種
類
や
量
、

古
紙
需
要
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
実
感

で
き
る
こ
と
で
し
た
。
さ
て
、
こ
れ

か
ら
は
白
色
度
70
が
も
っ
と
ひ
ろ
く

株
式
会
社
ア
ブ
ア
ブ
赤
札
堂
総
務
部
総
務
課
課
長

小
川
一
郎

「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
担
当
し
て
い
る

と
、
地
道
に
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、肩
の

力
を
抜
く
こ
と
が
コ
ツ
か
な
と
思
い
ま

す
。
当
社
が
分
別
ボ
ッ
ク
ス
に
段
ボ
ー

ル
箱
を
使
っ
て
い
る
の
も
そ
う
い
う
こ

と
で
す
。
コ
ス
ト
的
に
力
ん
で
も
活
動

が
続
か
な
け
れ
ば
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
楽
し
め
る
よ

う
、
分
別
ボ
ッ
ク
ス
の
所
に
は
『
紙
は

リ
サ
イ
ク
ル
・
紙
源
・

・

に
も
ど
し
ま
し
ょ

う
』
な
ん
て
い
う
ダ
ジ
ャ
レ
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
貼
っ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
あ
あ
し
ろ
こ
う
し
ろ

と
言
う
こ
と
ば
か
り
に
力
を
入
れ
ず

に
、
自
分
で
率
先
し
て
や
る
こ
と
も
大

事
で
す
ね
。
窓

付
き
封
筒
の
セ

ロ
フ
ァ
ン
を
剥

が
し
て
分
別
す

る
な
ど
、
は
じ

め
は『
こ
ん
な
こ
と
す
る
の
？
』で
し
た

が
、
何
回
か
や
っ
て
見
せ
る
こ
と
で
や

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

朝
起
き
て
歯
み
が
き
し
て
顔
を
洗
う
よ

う
な
も
の
で
す
よ
ね
。
毎
日
の
習
慣
に

し
て
し
ま
え
ば
特
別
な
こ
と
で
は
な
く

な
る
こ
と
で
す
。
思
え
ば
、
私
た
ち
は

子
供
の
頃
、
母
親
か
ら
『
物
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
』『
も
っ
た
い
な
い
と
思
う

気
持
ち
』『
か
た
ず
け
る
気
持
ち
』
を
知

ら
ず
知
ら
ず
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
根
本
に
あ
る
の
は
そ
う
い

う
普
通
の
生
活
感
覚
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」

さ
ぁ
、肩
の
力
を
抜
い
て

ち
ょ
う
ど
良
い 

が 

良
い 

世
の
中
を 

変
え
て
い
く
人
へ 

オ
フ
ィ
ス
町
内
会
の

オ
フ
ィ
ス
町
内
会
の
1010
年
間
。

年
間
。 

そ
の
発
想
・
そ
の
行
動
を

そ
の
発
想
・
そ
の
行
動
を 

著
し
た

著
し
た
本
書
本
書
は
、
は
、 

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
問
題

環
境
問
題
に 

取
り
組
む
人
に

取
り
組
む
人
に
と
っ
て
の

と
っ
て
の
、 

ま
た
、

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
難
し
い
時
代
に

こ
れ
か
ら
の
難
し
い
時
代
に 

何
か
新
し
い
こ
と
を

何
か
新
し
い
こ
と
を 

や
ろ
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
の
、

や
ろ
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
の
、 

参
考
の
書
で
あ
る
。

考
の
書
で
あ
る
。 

昨
年
の
白
色
度
70
全
国
サ
ミ
ッ
ト
開
催
と
同
時
に
発
刊
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
町
内

会
活
動
と
白
色
度
運
動
の
本
。
み
な
さ
ん
、
も
う
お
読
み
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
か
？
　
私
た
ち
の
活
動
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
３
人
の
方
に
、
こ

の
本
の
読
後
感
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

●「
白
色
度
70
が
ち
ょ
う
ど
良
い
」
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
編
（
ぎ
ょ
う
せ
い
刊
）
１
４
２
９
円
＋
税

も
う
、

古
紙
相
場

大
暴
落

古
紙
の
相
場
が
暴
落
し
て
い
ま
す
。
前
年
比
75
％
ダ
ウ

ン
。
古
紙
が
余
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
古
紙
が
売
れ
な

い
と
、
み
な
さ
ん
の
回
収
負
担
金
に
影
響
が
お
よ
ぶ
ば

か
り
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
の
回
転
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て

お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
、
再
生
紙
製
品
を
で
き
る
だ
け
使
い
ま
し
ょ
う
。

使
わ
な
け
れ
ば
輪
は
回
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
わ
れ
わ
れ

の
古
紙
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
、
回
収
し
た
古
紙
の
再

分
別
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
く
ら
い
い
い

か
」と
い
う
小
さ
な
ル
ー
ル
違
反
の
積
み
重
ね
が
回
収
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、
古
い
意
識
、
古
い
習
慣

か
ら
す
れ
ば
面
倒
な
こ
と
で
す
。
で
も
一
人
一
人
が
リ

サ
イ
ク
ル
時
代
の
思
考
、
意
識
を
持
て
ば
誰
に
で
も
で

き
る
こ
と
で
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

会員回収会社のリサイクルサービスの
戸川秀彦さんに今回の取材をさせて
いただきました。
どうもありがとうございました。

新井夫人も白色度70を
応援してくださっています。

「
当
社
の
古
紙
回
収
量
は
本
部
事
務
所
だ

け
な
の
で
月
平
均
２
８
０
キ
ロ
ほ
ど
で

す
が
、
18
店
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
、
古
紙
以
外
の
資
源
回
収
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
１
年
間
の
回

収
量
は
、
食
品
ト
レ
ー
14
ト
ン
、
牛
乳
パ

ッ
ク
33
ト
ン
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
41
ト
ン
、

流
通
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ン
ガ
ー
23

ト
ン
、
天
ぷ
ら
油
89
ト
ン
で
す
。
こ
の

う
ち
牛
乳
パ
ッ
ク
は
売
却
代
金
を
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
地
元
の
自
治
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
基

金
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

店
頭
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、『
資
源
回
収

を
や
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
お
客
様

の
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

捨
て
ず
に
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
持
っ
て

来
て
く
れ
ま
す
。
お
客
様
の
声
に
教
わ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
し
て
、
い
ち
ば
ん
実
践
的

で
進
ん
で
い
る
の
は
、
世
の
奥
様
た
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

を
ひ
ろ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

ふ
ー
ん

今
朝
も

サ
ケ
な
ん
だ

お
昼
も

サ
ケ
弁
…


